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10.2 車椅子使用者用便房の設計標準 

10.2.1 移動等円滑化基準に相当する整備内容 

10.2.1.1 出入口 

・移動等円滑化経路を構成する出入口は、次に掲げるものとする。 

イ 有効幅員は、80cm以上とする。 

ロ 戸を設ける場合には、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構

造とし、かつ、その前後に高低差がないものとする。 

10.2.1.2 車椅子使用者用便房 

・便所設置階ごとに、車椅子使用者用便房を原則1以上（当該車椅子使用者用便房に男子用及び女子用の区

別を設ける場合にあっては、それぞれ1以上。）設ける1。 

ただし、以下のいずれかに該当する場合は、それぞれで定める数以上を設ける。 

・不特定多数の者等が利用する部分の床面積が1,000㎡未満の階（小規模階）を有する場合 

小規模階の利用部分の床面積の合計が1,000㎡に達するごとに1以上を設ける。 

ただし、便所設置階の数がこの数より少ない場合は、便所設置階の数以上を設ける。 

・不特定多数の者等が利用する部分の床面積が10,000㎡超の階（大規模階）を有する場合 

当該階の利用部分の床面積が10,000㎡超40,000㎡以下：2以上を設ける。 

当該階の利用部分の床面積が40,000㎡超：20,000㎡ごとに1以上を追加する。 

ただし、当該階の便所の箇所数がこの数より少ない場合は、便所の箇所数以上を設ける。 

・当該階に設けるべき車椅子使用者用便房を、別の階に設けることも可能とする。 

・車椅子使用者用便房の構造は、次に掲げるものとする。 

イ 腰掛便座、手すり等を適切に配置する。 

ロ 車椅子使用者が円滑に利用することができるよう十分な空間を確保する。 

10.2.1.3 表示板（標識） 

・移動等円滑化の措置がとられた便所の付近には、それぞれ、当該便所があることを表示する表示板（標

識）を設ける。 

・表示板（標識）は、高齢者、障害者等の見やすい位置に設ける。 

・表示板（標識）は、ピクトグラム等の表示すべき内容が容易に識別できるもの（当該内容がJIS Z 8210 

（案内用図記号）に定められているものは、これに適合するもの）とする。  

 
1 建築物と同一敷地内かつ当該建築物の地上階の出入口付近に、当該建築物とは別の施設として、車椅子使用者用便房

のある施設（便所）を設ける場合、地上階は便所設置階に含めない。 
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10.2.2 移動等円滑化誘導基準に相当する整備内容 

10.2.2.1 車椅子使用者用便房 

・便所内もしくは当該便所に近接する位置に、車椅子使用者用便房を1以上（当該車椅子使用者用便房に男

子用及び女子用の区別を設ける場合にあっては、それぞれ1以上。）設ける。 

・車椅子使用者用便房及び当該便房が設けられている便所の出入口は、次に掲げるものとする。 

イ 幅は、80cm以上とすること。 

ロ 戸を設ける場合には、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構

造とし、かつ、その前後に高低差がないこと。 

・車椅子使用者用便房の構造は、次に掲げるものとする。 

イ 腰掛便座、手すり等を適切に配置する。 

ロ 車椅子使用者が円滑に利用することができるよう十分な空間を確保する。 

10.2.2.2 表示板（標識） 

・10.2.1.3 表示板（標識）を参照。 

 

10.2.3 標準的な整備内容 

10.2.3.1 位置、設置数 

・他の便所と一体的若しくは他の便所の出入口の近くに設ける等、車椅子使用者が位置を把握しやすく利用

しやすい位置に設ける。 

・同時に多数の利用者が便所・便房を使用することが想定される劇場・競技場等では、車椅子使用者用客

席から容易に到達できるよう、車椅子使用者用客席と同一の階に複数の車椅子使用者用便房を設ける。 

参考：国際パラリンピック委員会（IPC）基準(2013)による車椅子使用者が利用できる便房数 

・車椅子使用者用客席（観覧席）15席に1か所以上の割合で、車椅子使用者用便房を設けると規定されている。 

10.2.3.2 出入口 

10.2.3.2.1 共通事項 

・出入口の有効幅員は、90㎝以上とすることが望ま

しい。 

・車椅子使用者の利用に配慮し、円滑に開閉して通

過できるよう、戸は軽い力で操作できる引き戸と

する。可能であれば自動式引き戸とする。 

・その他、便房の戸については、10.7.1.1 便房の

戸を参照。 

10.2.3.2.2 手動式引き戸 

・操作性を確保するため、取っ手の握りやすさ（棒

状ハンドル式等とする）、取っ手の設置高さ、鍵

の設置高さに配慮する。 

・取っ手は、戸の内側の左右両側に設置することが

望ましい。 

・自閉式上吊り引き戸（ストッパー若しくは一時停

止装置又は自動閉鎖時間の調整機能を持ち、閉ま

り際で減速するもの）とする。 

  

・手動式引き戸が設けら

れた車椅子使用者用便

房の出入口 

＜設計例＞ 

＜戸の設計例（便房内

からみた姿図）＞ 
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10.2.3.2.3 自動式引き戸 

・施錠の操作がしやすいものとし、緊急の場合は外部からも解錠できるものとする。 

・介助者等による外からの戸の開閉に関わらず、高齢者、障害者等が便房内にいる状態では便房内の照明・

換気扇等が停止しない機能を有するものとする。 

・手かざしセンサー式が使いにくい人もいることから、戸の開閉盤（開閉スイッチ）は操作しやすい押しボ

タン式とする。 

・戸の開閉盤（開閉スイッチ）は、車椅子使用者が中に入りきってから操作できるよう配慮する。 

・戸の開閉盤は、戸から70cm以上離して設置し、その設置高さは100cm程度とする。 

・使用中である旨を表示する装置を設置する。 

・非常時対応や防犯のために時間制限により自動的に解錠される設定とする場合は、解錠時間を長めに設定

することが望ましい。 

・使用時の安全性を確保するため、JIS A 4722(歩行者用自動ドアセット－安全性)の車椅子使用者用便房用

自動ドアセットに準拠したものとする。 

参考：JIS A 4722:2022準拠 歩行者用自動ドアセット＜バリアフリートイレ＞安全ガイドブック 

（全国自動ドア協会） 

・JIS A 4722で求められている自動ドアの安全対策、バリアフリートイレ用自動ドアの安全対策、建築設計者・発

注者の安全対策、JIS A 4722で求められている建物管理者の安全対策、車椅子使用者用便房と一般便房の要求事

項一覧、全国自動ドア協会からの推奨事項等が示されている。 

 http://www.jada-info.jp/documents/topics/anzen_guide_book_JISA4722_2022_bf.pdf 

10.2.3.3 空間の確保 

・車椅子使用者用便房及び当該便房が設けられている便所の出入口前には、車椅子使用者が直進でき、方向

転回できるよう、140㎝角以上の水平なスペースを設ける。 

・車椅子使用者が円滑に利用することができるよう十分な空間を確保し、以下に示すスペースを設ける。 

イ 各設備を使用でき、車椅子使用者が360°回転できるよう、直径150㎝以上の円が内接できるスペー

スを設ける。 

ロ 床面積2,000㎡以上の特別特定建築物に設ける1以上の車椅子使用者用便房には、大型ベッドの設

置、介助者の同伴、座位変換型の電動車椅子使用者の360°回転ができるよう、原則として直径180

㎝以上の円が内接できるスペースを設ける。 

ハ 便器の正面及び側面に、車椅子使用者が車椅子を近づけて、便器に移乗するためのスペースを設け

る。 

・便器、洗面器、ライニング（便器・洗面器の背後・側部にある配管収納等）、大型ベッド、乳幼児用椅

子、乳幼児用おむつ交換台等は、便房の内法寸法に含めることができるが、車椅子使用者が360°回転す

るためのスペースや便器に移乗するためのスペースが確保できるよう設置する。 

・便房の標準内法寸法は200㎝以上×200㎝以上を基本とするが、便房内の設備等とライニングの形状、配置

によって、必要な内法寸法は変わることに留意する。 

・複数の車椅子使用者用便房を設ける場合には、車椅子使用者が便房へのアプローチや移乗方法を選択でき

るよう、便器を左右対称に設ける。 

留意点：便房の有効なスペース等の考え方 

・設備等下部に車椅子のフットサポートに乗せた足が 

 通過できるスペース（床上高さ40㎝以上）が確保さ 

 れていれば、その部分の奥行き20㎝までは有効な 

 スペースとする。 

 

 

 

 

 
  

＜車椅子のフットサポー

トに乗せた足が通過で

きるスペースの例＞ 

ogino-s85aa
ハイライト
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＜車椅子使用者用便房の例＞ 
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＜床面積2,000㎡以上の特別特定建築物を建築する場合に設ける車椅子使用者用便房の例＞ 
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＜大型ベッド等の設備と出入口の配置例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.3.4 部品・設備等 

10.2.3.4.1 共通事項 

・部品・設備等の設置にあたっては、車椅子使用者の動作空間に配慮し、ドアの開閉動作等の支障とならな

いよう、配置に留意する。 

10.2.3.4.2 便器 

・車椅子で接近できるよう、床置式便器の前面は、

フットサポートが当たりにくく、トラップ突き出

しの少ない形式等とする。 

・座面高さは、車椅子から便座に移乗しやすいよう

に配慮し、蓋のない状態で42～45㎝程度とする。 

・座位を保てない人の姿勢の安定に配慮し、背もた

れを設ける。 

10.2.3.4.3 手すり 

・腰掛便器からの立ち座りや車椅子から腰掛便器へ

の移乗を容易にするために、腰掛便座の両側に手

すりを設ける。 

・壁側の手すりは水平、垂直に取り付ける。 

・車椅子使用者の便座への移乗や介助等を考慮し、

壁と反対側の手すりは跳ね上げ式とする。  

＜設計例＞ 

・手すり、背もたれが設けられた腰掛便座 

平面図 

平面図 

短辺方向に 

折り畳む 

大型ベッド 

長辺方向に 

折り畳む 

大型ベッド 

・直径180cm以上の円が内接できるスペースを有する車椅

子使用者用便房（短辺方向に折り畳む大型ベッド付き） 

・直径180cm以上の円が内接できるスペースを有する車椅

子使用者用便房（長辺方向に折り畳む大型ベッド付き） 
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10.2.3.4.4 大型ベッド 

・排泄介助が必要な障害者・高齢者の脱衣・おむつ交換等に配慮し、異性による介助ができるよう、男女が

共用できる位置に1以上の車椅子使用者用便房（大型ベッド付き）を設ける。 

・車椅子から大型ベッドへの移乗動作や介助者の動作を考慮し、便房内には十分なスペースを確保する。 

・設置位置は、利用者の安全性や介助者の動作（大型ベッドからの転落防止等）に十分、配慮したものとす

る。 

・戸の開閉や施錠の操作が円滑に行えるよう、また緊急時において折り畳み式大型ベッド等を使用している

状態でも人の出入りができるように設置する。 

・車椅子に座ったままでも畳める構造、位置とする。 

留意点：大型ベッドの寸法 

・大型ベッドは、介助によって高齢者、障害者（幼児を含む）の着替え、おむつ交換、排泄（自己導尿）等を行う

際に使用されるものである。 

・大型化を求めるニーズもあることから、大型ベッドの寸法は、施設用途や利用者のニーズを踏まえて決定するこ

とが望ましい。 

 
＜折り畳み式大型ベッド（高齢者、障害者（幼児を含む））の例＞ 

〇短辺方向に折り畳む大型ベッド     〇長辺方向に折り畳む大型ベッド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜設計例＞  

・短辺方向に折り畳む大型ベッド（折り畳み時） ・短辺方向に折り畳む大型ベッド（使用時） 

・長辺方向に折り畳む大型ベッド（使用時） 
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10.2.3.4.5 紙巻器、洗浄ボタン等 

・紙巻器、洗浄ボタン等は、腰掛便座及び車椅子に座った状態で手が届く範囲の位置に設ける。 

・便器洗浄ボタンは、操作しやすい押しボタン式とし、手かざしセンサー式のみとはしない。 

・呼出しボタンは、腰掛便座及び車椅子に座った状態で手が届く範囲と、床に転倒したときにも届くよう、

側壁面の低い位置にも設ける。 

・出入口の廊下等には、非常呼出表示ランプを設け、事務所や防災センター等に警報盤を設ける。 

・その他、紙巻器、ボタンについては、10.7.1.2 部品・設備等を参照。 

＜車椅子使用者用便房の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.3.4.6 洗面器、鏡 

・車椅子使用者の膝が入るよう、洗面器下部のスペ

ースは高さ65㎝程度とする。 

・吐水口の位置は、車椅子使用者の利用に配慮した

位置（洗面器の手前縁から30㎝以内）とする。 

・水栓金具は、レバー式、センサー式等、操作の容

易なものとする。 

・液体石けんを吐出する装置は、上肢に障害のある

人でも使いやすいよう、センサー式とすることが

望ましい。 

・洗面器に手すりを設ける場合は、車椅子使用者の

利用に配慮した位置に設ける。 

留意点：洗面器 

・洗面器は、車椅子から便器へ前方、側方から移乗す

る際に支障とならない位置、形状のものとする。 

 

留意点：小型手洗い器の位置 

・便座に腰掛けた状態で手を洗いたい場合もあるた

め、便座から手が届く位置に小型手洗い器を設ける

ことも有効である。 

  

＜車椅子使用者が利用しやすい洗面器、鏡の例＞ 
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・鏡の下端は洗面器にできる限り近い位置とし、上端は洗面器から100cm以上の高さとする。 

留意点：鏡 

・傾斜式の鏡は主に車椅子使用者を想定して開発されたものであるが、近年の車椅子使用者の座高が多様化に対応

できず、使用しにくいものとなっている。 

・そのため洗面所の鏡は傾斜式とせず、だれにでも利用できるよう設置高さを下げる。 

 

10.2.3.4.7 手荷物置き台、フック、ごみ箱等 

・手荷物置き台や小物・衣類をかけるフックを設け

る。 

・フックは、立位者、車椅子使用者の身体に衝突す

る危険のない位置、衝突しても安全な形状（先端

が尖っていない等）とする。 

・1以上のフックは、車椅子に座った状態で使用で

きるものとする。 

・ごみ箱を設ける場合は、腰掛便座又は車椅子に座

った状態で手が届く範囲に設ける。 

・戸の開閉や施錠の操作が円滑に行えるよう、戸の

付近にはごみ箱等を設けない。 

・介助・同伴利用に配慮し、便房内にカーテン等を

設置することが望ましい。 

・１以上の車椅子使用者用便房には、汚物流しを設

けることが望ましい。 

＜設計例＞ 
・衝突しても安全な形

状のフック 

（海外の事例） 
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